
メキシコ国の課題 進出日本企業数は約1300社!

人口：約1億2,800万人（日本を追い越し 世界10位）
首都：メキシコシティ
言語：スペイン語
主要産業：製造業（特に自動車産業）、農業
GDP：1.6兆USD（2023年世界14位）
一人当たりGDP：10,934USD（2022年）
経済成長率：3.1%（2022年）

課題：渋滞

● 安全な公共交通機関の整備が進ん
でいないこと等から自動車台数が非
常に多い

● 排水施設のメンテナンスが行われてい
ないことから、特に雨季には洪水が発
生することで渋滞が深刻化

課題：大気汚染

● 地理的に盆地型都市であり、渋滞が
深刻なことから大気汚染が深刻

● PM2.5等の濃度が基準を超え、緊急
警報が発出される頻度も増加傾向

● 排気ガスのクリーン化が進んでいない

基本情報

国別開発協力方針 重点分野

特徴的な現地の課題

⑴中小企業支援・地方での所得向上

● 裾野産業を構成する中小企業の技術力向上および人材育成等に
向けた協力、農村部を含む地方での所得向上に向けた協力

⑵持続的開発を阻害するリスクの緩和

● 気候変動を含む地球規模課題（生物多様性の保全、森林減少
等）および地震を中心とした災害への対策能力強化

⑶社会的弱者支援

● 医療技術の向上に資する協力、高齢化社会への対応に向けた協
力、メキシコ南部の貧困対策への協力

課題：土壌劣化、農産品付加価値

● 化学肥料が大量に継続使用され土
壌が劣化

● 山間で農地が小さい南部地域では、
機械や灌漑施設が整備されていない

● 農家が作物を評価・加工できず中間
業者等に安価で買い叩かれている



メキシコでの民間企業との連携事例（24件採択済）

事例① 事例②

汚臭を放っていた廃棄貝殻の堆積に注目！
漁獲量減少地域に貝殻を再利用した人工漁礁を沈設

案件名
シェルナースを用いた持続可能な漁業に係る案件化調査
（2017年4月～2018年5月）
※現在、普及・実証事業を実施中

企業名 海洋建設株式会社

カウンター
パート名

南バハカリフォルニア州政府

成果
・貝殻を人工魚礁に再利用することで廃棄物を低減
・基質を製作してもらうことで漁業関係者の収入増加
・生態機能の向上、生物多様性の保全

自動車産業を支える梱包産業に注目！
職業訓練校と梱包に関するコースを創設

案件名
自動車産業の補完産業としての梱包材産業振興に向け
た普及・実証事業
（2019年8月～2023年2月）

企業名 カネパッケージ株式会社

カウンター
パート名

IECA（グアナファト州職業訓練校）シラオ校
※日系企業の自動車工場も多い地域

成果
・職業訓練校に専門コースとラボを設置
・梱包の重要性についての理解度向上
・現地ビジネスパートナー発掘



本件に関する連絡先

JICA メキシコ事務所

北條 真莉紗

Hojo.Marisa@jica.go.jp

事務所代表アドレス

mx_oso_rep@jica.go.jp
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